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概 要 

2020 年、新型コロナウイルスの世界的なパンデミックの影響で、多くの大学が
Learning Management Systems（LMS）を使用した遠隔授業に移行した。本学におい
ても新しい LMSが導入され、遠隔授業に移行することができた。遠隔授業という学生
にとって決して望ましいとは思えない授業スタイルながら、LMSを使用した遠隔授業
の成績は、従来の対面授業よりも優れていた。その後も、LMSを使用した遠隔授業の
成績は良かった。特に 2020 年度入学者は、こうした状況の中でも一生懸命に授業を
受けていた。これは、昨今の学生にとって親和性のある LMSの効果が重要な役割を果
たしたことは間違いない。さらに、学生の意識調査からも、遠隔授業が多くの学生にと
って悪い選択肢ではないことがわかった。 

 
１．はじめに 
2020 年 4 月コロナ禍により、多くの大学

で対面授業を実施することができず、遠隔授
業 と な っ た 。 す で に LMS （ Learning 
Management System）を導入していた大学で
はスムーズに遠隔授業に移行できたが、コロ
ナ禍を期に LMS を導入した大学では授業開
始時期をずらしながらもなんとか遠隔授業を
実施することができた。本学においては、
GWE（Google Workspace for Education）を
新たに導入し、遠隔授業を開始することがで
きた。こうして、全国的に LMSの導入が一気
に進み、新たなシステムにより教授法も多様
化した。 
高等学校においては、生徒用のモバイル端

末の導入はコロナ禍以前より進みつつあった
が、2023 年調査によると、88.6％[1]も導入が
進んだ。さらに、10代のスマートフォン利用
率は、95.0％[2]とほとんどの高校生が当たり前
のように使用している状況である。また、篠
ら[3]による教科「情報」に関する調査では、
2010 年以来新入生の ICT のスキルは下がり

続け、かつ学生本人も苦手意識を持ち続けて
いることもわかっている。しかしながら、筆
者が担当しているコンピュータ基礎教育にお
いては、LMSの導入により成績分布が明らか
に向上した。 
本発表では、これまでの発表に加え、2022

年度データを追加し、これまでの結果通りで
あったことを報告する。併せて、2020 年度当
時 1 年次であった現４年生に、当時の状況を
聞き取り調査にて振り返ってもらった。本発
表では、数ある課題の中から、財務省の一般
会計決算書（歳入・歳出の概要）[4]をまとめる
表計算課題の成績分布（2018-2022 年度）の
比較評価と、2020 年度遠隔授業を受けた 1年
生から 3 年生への意識調査、2020 年度入学
者への意識調査の結果から LMS の学習効果
を評価・検証し、有意な結果を得ることがで
きたことを報告する。なお、本学では、2020
年度は全面遠隔授業、2021 年度は一部対面授
業と遠隔授業が混在したが、2022 年度から全
面対面授業に復帰した。 

 
 



２．課題と調査の概要 
２．１ 課題「財務省一般会計決算書（歳入・歳出の概要）」について 
例年 12 ほど課す表計算課題から、５年間

にわたって変更のない課題「財務省一般会計
決算書（歳入・歳出の概要）」について評価・
検証を行った。授業の進め方は、Google Meet
による遠隔授業を実施した 2020 年度につい
ては、Google Classroomの資料として、見本
および作成手順を映像資料とテキスト資料の
両方を掲出した。学生からの質問については、
随時Google Meet にて受け付けた。対面授業
に復帰した 2021 年度および 2022 年度も
2020年度と同様の資料をGoogle Classroom
に掲出した。コロナ禍以前（GWE未導入）の
2018年度および2019年度の対面授業につい
ては、学生の操作卓の間に設けられた提示モ
ニタに見本および作成手順、テキスト資料を
プレゼンテーション資料として授業中掲出し
続けた。なお、レジュメを配布するのではな
く、学生のスマートフォンにて提示モニタの
撮影を許可し、授業時間外の作業においても

参考にできるよう配慮した。課題の点数は 1
点刻みの 10点満点で評価した。 
本課題は、財務省のウェブサイトに掲載さ

れている「財務省の政策」から「歳入・歳出の
概要」を表計算ソフトでまとめる課題である
（図１）。手順は、国会に提出された最新の決
算データを教科書の書式通りに転記（すべて
を転記するのではなく、決算表を理解し表計
算課題として内訳があるものは計算する）、集
計した後、構成比、プライマリーバランスの
算出、構成比をもとに円グラフの作成、そし
て考察するものである。なお、GWEを利用し
た2020年度から2022年度はGoogleスプレ
ッドシートを、2018 年度および 2019 年度は
Microsoft エクセルを使用した。また、歳入・
歳出の概要をテーマにしている理由は、単年
度予算ではあるが、国の財務状況を理解する
ことは、さまざまな時事問題を解釈する手助
けとなるからである。 

 

 
図１．課題見本「平成 29 年度 歳入・歳出の概要」 

 
 
２．２ 2020 年度入学者に対する意識調査 
本学の 2020 年度入学者は、入学式も実施

できず、授業もすべて遠隔授業であったため、
１年次においては、一度も学内に立ち入るこ

とができないまま、遠隔授業による大学生活
を送らざるを得なかった。遠隔授業ではある
ものの、また、コロナ禍で社会状況も混沌と



しているにも関わらず、学生の課題に対する
取り組みは、非常に良かった。このことは、本
演習の他のクラスや語学系科目などの他の授
業でも同様であったことから、2023 年度進級
オリエンテーションの際、新 4 年生に対し、
全面遠隔授業の１年次当時を振り返ってもら
い、授業に対してどのように向き合ってきた

かを聞き取り調査した。実施は、投げかけた
質問に対して、Google フォームにて回答して
もらった。設問内容は以下の通りである。併
せて、設問３に対して設問２をクロス集計し、
当時の意識と遠隔授業に対するモチベーショ
ンの関連性も探った。 

 

 
 
３．評価の結果 
３．１ 2018-2022 年度の成績分布について 

 
図２ 2018 年度-2022 年度成績分布 

（設問１）遠隔授業について 
• 遠隔授業を受けたことがある 
• 遠隔授業ははじめてだった 

（設問２）遠隔授業に対するモチベーションについて 
• 大いにあった 
• だいたいあった 
• ふつう 
• あまりなかった 
• まったくなかった 

（設問３）遠隔授業に対して思いつくこと 
• とにかく一生懸命授業を受けた 
• 適当に授業を受けた 
• 学校に行けず不安だった 
• 学校に行かなくてもよくてラッキーだった 
• 大変だった 
• 楽だった 
• その他（自由記述） 



図２に示されている通り、従来の対面授業
を行った2018年度と 2019年度については、
多少の傾向の違いは見られるものの、おおむ
ね成績が全体に散ける分布であった。全面遠
隔授業を実施した、2020 年度の成績について
は、最高点である 10 点を取った学生が約
70％と突出して多く、絶壁型の分布であった。
対面授業に復帰し GWE を利用した 2021 年
度と 2022 年度については、遠隔授業であっ
た 2020 年度に比べ、若干平均値も中央値も
低くはなっているものの、絶壁型に近い分布
であった。標準偏差については、2020 年度
（1.95）には及ばないものの、明らかに 2018
年度（2.41）と 2019 年度（2.87）に比べ、
GWEを利用した 2021 年度（2.27）と 2022
年度（2.13）は優良な成績に偏在しているこ
とが見て取れた。また、平均値および中央値
も 2018 年度（6.73、7）、2019 年度（5.73、
6）に対して 2021 年度（7.87、8）、2022 年
度（8.03、8.5）となっていることから、平均
値および中央値からも成績優良者が多かった
ことが明らかである。ここで、2020 年度の平
均値および中央値についても（8.96、10）と
非常に高いスコアであった。なお、2020 年度
は後述する聞き取り調査から、全面遠隔授業
による授業に向き合う意識の影響が大きかっ

たこともわかった。 
このことから、同じ対面授業ではあるが、

2019年度以前に比べ2020年度以降は、GWE
による資料掲出の効果があり、GWEが学習効
果の向上に寄与したと考えられる。また、篠
らによる情報に関する調査では、ギガスクー
ル構想やコロナ禍の対応により新入学生の
ICT の経験値は多くはなっているものの、身
に付けてきたスキルは 2018 年度以降も低下
傾向であることがわかっている。このスキル
低下とは逆行するように 2020 年度を境に成
績向上が見られるのは、前期の授業によるス
キルアップも一因と考えられるが、昨今の学
生らにとって親和性の高い LMS の効果が大
いにあると考えられる。ここで、受講者とは、
履修者ではなく、欠席過多であきらかに受講
放棄した学生は除いている。併せて、コンピ
ュータの授業にも関わらず、コンピュータで
ウィンドウを２面開いて GWE の資料を閲覧
するのではなく、受講者自身のスマートフォ
ンに資料を表示させ、それを閲覧しながら作
業している姿を多く目にした。このことは、
昨今の学生にとって、スマートフォンはコミ
ュニケーションツールにとどまらず、動画視
聴や課題作成などスマートメディアとして体
の一部となっているからであろう[5]。 

 
 
 
３．２ 2020 年度入学者に対する意識調査結果 
2020 年 4 月新型コロナウィルス感染症に

よる緊急事態宣言が発出され、2020 年度入学
者は、入学式どころか登校することも叶わず、
社会状況も相まって、心理的に相当追い詰め
られていた。しかしながら、そういった状況
にも関わらず、2020 年度入学者の課題への取
り組みや成績を含めた評価が例年になく良か
った。このことは、本発表のコンピュータ演

習だけでなく、語学系科目でも同様であり、
またそういった報告も多くなされている。そ
こで、2023 年度進級オリエンテーション
（2023 年３月末）において、新 4年生に全面
遠隔授業だった１年次当時（2020 年度）を振
り返ってもらい、聞き取り調査を行なった（回
答数は 37）。 

 
 



 
 

図３ 遠隔授業に対するモチベーション結果 
 
 
 
 調査の結果、遠隔授業がはじめてであった
学生が 92％（34名）、すでに通信制高校など
で遠隔授業を受けたことがある学生が８％（3
名）であった。また、成績評価が良かったこと
から、授業に対するモチベーションが高かっ
たかといえば、図３の通り決してそうではな
く、「大いにあった」「だいたいあった」を合わ
せて 46％（17名）であるのに対し、「あまり
なかった」「まったくなかった」を合わせて
38％（14 名）もいた。「遠隔授業に対して思
いつくこと」について複数回答で求めたとこ
ろ（図４）、「とにかく一生懸命授業を受けた」
59％（22名）、「大変だった」38％（14名）、

「楽だった」「学校に行かなくても良くてラッ
キーだった」がそれぞれ 35％（13名）、「学校
に行けず不安だった」32％（12名）となった。
自由記述には、「交通費が浮いた」との回答も
あった。このことから、新しく始まるはずだ
ったキャンパスライフは遠隔授業になり、ま
た社会はコロナ禍ということもあり、授業に
対するモチベーションが高くなるわけもなく、
不安を抱えながらも、一生懸命授業を受けた
と見ることができる。一方で、学校に行かな
くても良く、遠隔授業を楽な授業と捉えてい
た学生も一定数いた。

 
 

 
図４ 遠隔授業に対して思いつくこと 

 
 



 
図５ 遠隔授業に対する意識とモチベーション 

 
 
そこで、「とにかく一生懸命授業を受けた」

「大変だった」「楽だった」「学校に行かなく
て良くてラッキーだった」「学校に行けず不安
だった」それぞれに対して「遠隔授業に対す
るモチベーション」についてクロス集計して
みた。図５の通り、モチベーションが「大いに
あった」「だいたいあった」をモチベーション
が高いとし、「あまりなかった」「まったくな
かった」を低いとすると、「とにかく一生懸命
授業を受けた」と回答した学生のうち、54％
（12名）が高く、「ふつう」を含めると比較的
モチベーションが高かった。また、「学校に行
かなくても良くてラッキーだった」と回答し
た学生は、モチーベションが高い 46％（６名）
に対して低い 31％（４名）と、母数が少ない
こともあるが、明確な差は見られなかった。
「楽だった」と回答した学生も、高い 43％（６
名）、低い 36％（５名）で、「学校に行かなく
ても良くてラッキーだった」と似たような傾
向である。この二つの回答ともに「ふつう」を
含めると「とにかく一生懸命授業を受けた」
と同じく、６割ほどの学生が、比較的モチベ
ーションを持って授業を受けたと見てとれる。
この「学校に行かなくても良くてラッキーだ
った」と回答した学生を積極性があると見る
には判断が分かれるところだが、通信制課程
を置く高等学校が増えていることから[6]、遠隔
授業には一定数のニーズがあり、そういった
学生にとっては、遠隔授業は好都合の修学環
境と言えるだろう。 
対して「大変だった」「学校に行けず不安だ

った」と回答した学生うち、それぞれ 57％（８
名）、67％（８名）が「あまりなかった」と回
答しており、モチベーションが低い傾向とな
った。遠隔授業はすべての授業において課題
が多く、受講生は授業が大変であると授業評
価アンケート等で漏らしていることから、ネ
ガティブな印象を持っている学生ほどモチベ
ーションが上がらなかったと考えられる。ま
た、遠隔授業でも先生への質問はできるが、
対面で直接質問ができないなど、学校に行け
ないことへの不安はそれ相当あったと推察さ
れる。このことは、学習者が学習を進めてい
く上で、自信を持つことができるかどうかが
重要であるとの報告[7]もあることから、結果、
授業に対する不安からもモチベーションが低
かったと言えるだろう。 
以上のことから、2020 年度入学者の心理

的状況は、社会状況とともに劣悪で、学生本
人たちは大学にも行けず、しかも不慣れな遠
隔授業を受けなければならず、不安を抱えな
がらも一生懸命に対応したことが窺えた。１
年次ゆえもともと修学意欲が高く、そこに来
て遠隔授業という初めての修学環境ゆえ、そ
れぞれがさまざまな精神状態の中、主体的に、
しかも一人でコンピュータやタブレットなど
の画面に向かっていたと推察される。その結
果、全面遠隔授業であった 2020 年度の入学
者は、決して満足な状況では無いにも関わら
ず、成績という面で今までにない好成績を得
られる結果に繋がったのだろう。 

 



４．まとめ 
本稿では、遠隔授業と LMS の効果につい

て、成績分布と意識調査から検証を行った。
本学もコロナ禍を機に、LMSを導入するに至
った。LMS を使った 2020 年度から 2022 年
度の３年間の成績分布は、LMSを導入する以
前の 2018 年度、2019 年度の２年間のそれに
比べ明らかに向上した。その中でも緊急事態
宣言が発出された 2020 年度は、全面遠隔授
業ではあったものの、成績分布が突出して良
かった。意識調査から、特に 2020 年度新入
生はコロナ禍というストレスフルな状況にお
いても、授業に向き合う意識が高く、個々人
で適応しながら授業を受けてきたことが明ら
かとなった。学生、教職員どちらにとっても
危機であった 2020 年度を乗り越えられたこ
とは、これも LMSという昨今の学生にとって

親和性のあるシステムによるところが大きい
と言える。併せて、意識調査から、遠隔授業を
経験した学生らは、遠隔授業について、とに
かく学校に来たいというポジティブな意見も
あるが、多くは、ゼミや講義、実習などそれぞ
れの授業科目によって対面授業が望ましいの
か、それとも遠隔授業が望ましいのか、それ
ぞれに見合った授業形態を意識していること
もわかった。本学では全面対面授業を実施し
ているが、ボランティアやインターンシップ、
アルバイトなど学生の学外活動を後押しする
意味でも、すでに、タイムシフト授業など時
間割の効率化を目的に遠隔授業を導入してい
る大学もあるで、本学も遠隔授業を導入して
いくことも検討したい。 
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